
 

平成２８年７月１７日(日) 大垣市北公園野球場 

 平成 28年度全国高校野球選手権岐阜大会の池田高校の２回戦が関有知高校との間で、

大垣市北公園野球場で行われました。 

 薄曇りの中 30分遅れの 12時から始まりました。序盤はお互いにランナーは出塁する

けれど、要所をエースが抑さえて得点を許さない展開でした。中盤以降は、失策がらみ

で小刻みに関有知高校に得点を許し、６回表の終了時点で０対５の劣勢に立たされまし

た。しかし、６回の先頭打者の主将中原海都君(３－１)がヒットで出塁し、大饗真聖君

(３-２)のツーランホームランで反撃の口火を切ると、それからは、完全に池田高校ペ

ースで試合が進みました。そして、９回表終了時点で４対５の１点差まで追い上げまし

た。しかし、残念ながらあと１点が届かずそのまま試合終了して、惜しくも２回戦で惜

敗しました。劣勢に立たされながらも、最後まで勝利を信じてひたむきに戦う選手の姿

勢に、大いに感動させられた試合でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試合前の気合が入ったノック練習 勝利を信じて試合開始 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逆転を信じて最後まで精いっぱい

応援する、生徒会・吹奏楽部・一般

生徒・保護者・職員・ＯＢ総勢１０

０名以上の応援団席 

反撃の口火になる２点本塁打を打

って、生還する大饗選手 

逆転信じて最後の円陣 
反撃もあと一歩届かず４対５で終

了しました(試合時間 2 時間 35 分） 

応援席に対して礼。拍手で選手の

健闘を称えました 



【福島監督のコメント】 

 昨年から監督として指導をしたが、冬のトレーニングも全力で取り組み、体も

大きくなり、しっかりと自力を付けてきた。春の大会では、地区大会 4連勝で 1

位決定戦に進んだ。県大会 1 回戦でも岐山高校に 6 対 8 で敗れたが、冬の練習

の大きな成果が見られた。 

夏の初戦はなかなか力が出し切れないことが多いが、後半良く追い上げを見

せ、全力を出し切れたのではないかと思う。3 年生 11 名は選手としても、人間

としても、大きく成長し、本当に頼もしくなり、上位へ進出しても不思議ではな

い力を付けたので、今回の敗戦は非常に残念であった。しかし、これまで積み上

げてきたものは、決して崩れるものではなく本物であった。今後、ここで培った

力を基にして、さらなる成長を遂げてもらいたい。大学で野球を続ける人も数人

おり、今後の活躍をお祈りしています。 

 3年生が作り上げたものを、後輩たちが受け継ぎ、池田高校野球部の新しい伝

統を築き上げてもらいたいと願っている。 

 今後、甲子園大会出場を大きな目標に活動を続けて、いつの日か「岐阜に池田

あり」と全国に知らしめたいと思っています。 


